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第２回学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人国際ビジネス学院 

専門学校金沢美専 

 

 

学校法人国際ビジネス学院 専門学校金沢美専の「令和 3 年度自己評価点検報告書」に基づいて、美

容学科の学校関係者評価を実施しましたので、以下の通り報告いたします。 

 

記 

 

開催日時：2023(令和５)年４月 18 日（火）17:00～18:00 

開催場所：専門学校金沢美専 会議室 

 

１．学校関係者評価委員 

＜出席委員＞ 

・企業等委員  ：松下 泰之 氏（有限会社グレイス 代表取締役）  

・関係業界委員 ：前川 幸子 氏（石川県美容業生活衛生同業組合 理事長）         

＜本校職員＞ 

・本校教職員  ：東 ちえこ（常務理事）、西井 十六勝（参与）、山本 公生（副校長） 

作本 智美（部長）、田中美紀（主幹教諭）  

＜欠席委員＞ 

・企業等委員  ：松本 仁志 氏（カラーズジャパン株式会社 人事担当） 

 

・司  会   ：作本 智美 

・議事録作成  ：作本 智美 

 

１．学校からの報告事項 

 １．１教育成果のうちの学生の就職状況について 

   資料をもとに、今年度の内定状況を報告。 

   昨年はコロナの影響もあり、学校は地元で、就職先は都会に出たいという学生が多かった。 

   23 年度はどちらかというと、北陸圏内希望者が多い。 

   年度内にじっしした就職満足度調査についても、高い満足度がうかがえた。 

 

【意見など】 

  特になし 
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 １．３ 退学者・休学者について 

  資料に基づき、退学者について報告。 

【意見など】 

Q：入学前の 1 次審査のようなものはないのか？ 

A：高校からもらう調査書などはある。予見をすることはできるが、実際は入ってみないとわから

ない部分はある。 

・辞めていった子たちの特徴や理由をとらえて、選考の際に見ていく部分として設ける必要があ

る。 

・そういう子が業界に出てきてもどうにもならないところはある。学校としても目的があるので、

早い段階で難しいことを理解してもらうことも必要 

 

 ２募集状況について 

  令和 5 年度の入学生の状況について報告 

 【意見など】 

・増えた要因を分析し、次年度に活かす必要がある。（SNS／イメージ戦略等） 

 →県内全体として、美容系への希望者は増えている現状もある。 

・立地がいいのもあるのではないか。マチナカというところで、おしゃれな雰囲気もある。 

・SNS を含めた広告戦略は必須。プロを入れてもいいのではないか。 

・高校生自信が情報をしっかり収集している。そこに口出しをする親は少ないように思う。 

・高校生に対してどういう情報を発信したらどういう結果になったかというところも含めて分析し

ていく必要がある。その使い方がうまいかどうかで学生募集は変わってくると感じる 

・この状況を続けてほしい。 

・ 

３．教員の募集について 

  学生数も増えることもあって、教員が足りない。ご協力いただきたいです。 

  卒業生にも声はかけるものの、まだ美容師を続けたいという声が多い。 

【意見など】 

 ・子供がいる美容師さんだったりすると、勤務時間的な制約が大きい。 

 ・入学前、入学するときから卒業後の進路として美容学校の先生という道をアピールしていく必要

もある。 

 ・卒業生の話としては、自分たちのような学生を相手していくのは大変という意見もある。 

 ・業界も長時間労働の是正や週休２日制が当たり前になってきており、美容師として働くことに以

前のような厳しさはない。美容師をしている方が今は楽になっている。教師をやるメリットが感

じられないという部分はある。 

 ・働き方改革という面では、美容室の売上は減ってきているので、その部分では美容師の収入も今

後減る可能性もある。 

 ・美容師から引っ張ってくるのであれば、美容室より優遇されないと来ない。 

 ・美容師でないところから授業以外の部分を見てくれる人を教員として採用することも検討が必要 

 ・まともに美容師としての教員を集めて 100 人を目指すことは難しい 
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 ・教員資格も取りにいかなければならないところもネックとなる。 

 

 

３．自己点検評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等 

項目 評価・意見等 

１ 教育理念・目的・ビジョン 特になし 

２ 学校運営 特になし 

３ 教育活動 特になし 

４ 教育成果 ●退学者について 

  前述のとおり  

５ 学生支援 ●就職サポートについて 

前述のとおり 

６ 教育環境 特になし 

７ 学生募集と受入れ ●前述のとおり 

８ 教職員組織 ●教員の募集について 

前述のとおり 

９ 社会貢献 特になし 

 

４．総合的なご意見、改善事項等 

・美容業界は働き方改革含めて大きく変わってきている。その中でやる気のある子ができなくなってい

る面もある。人を育てるというところは美容業界も難しくなってきていると感じる。 

・学校教育も重要になってくるので、ある程度の基準の子たちを選んで、その子たちをしっかりと教育

してほしい。 
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第 2 回学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人国際ビジネス学院 

専門学校金沢美専 

 

 

学校法人国際ビジネス学院 専門学校金沢美専の「令和 3 年度自己評価点検報告書」に基づいて、ビ

ューティ総合学科の学校関係者評価を実施しましたので、以下の通り報告いたします。 

 

記 

 

開催日時：2023(令和５年)2 月 21 日（火）16:00～18:00 

開催場所：専門学校金沢美専 会議室 

 

 

１．学校関係者評価委員 

＜出席委員＞ 

・関係業界委員 ：田中 成臣 氏（石川エステティック協同組合 理事長）         

＜本校職員＞ 

・本校教職員  ：東 ちえこ、高崎 千愛、米澤 愛、作本 智美                    

・司  会   ：高崎 千愛 

・議事録作成  ：作本 智美 

＜欠席＞ 

・企業等委員  ：熊野 友勝 氏（株式会社インターステイト 代表取締役）  

 

２．学校からの報告事項 

➀募集活動報告 

 ビューティーの令和５年度の入学予定者は 38 名。定員には行かなかったものの、過去数年では 1

番多い結果になった。 

 県別にみると、石川 23、富山 11、福井 2、その他 2 であり、福井からもう少し取れたら定員に

達したかもしれない。 

 美容学科は 80 名定員が 80 名埋まった 

【意見など】 

  ・田舎の女性は上昇志向が高く、都会に出るという調査結果が出ている。 

 

②就職報告報告 

 現在 2 年生 18 名、全員内定はしている。 

 今年はメイクネイル専攻を選んでいるのに、業界としてはエステに進んだ学生が３名。 
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 結果、エステ 11 名、美容部員３名、ネイル４名 

 県外に出たのは２名のみ。地元志向が強かった。 

 

③退学者数報告 

  ●年度末までに６名が退学する見込み 

   内 2 名は通信制の高校に通っていて、毎日学校に来ることへの抵抗や人間関係に過敏になる傾

向があった。 

   学年の途中に進路変更し、就職（エステ）した学生が３名。厳しい過程で、親族の意向で退学

になってしまった学生もいた。 

   1 名は、入学してからのギャップを感じていた。 

  →次年度はこの辺についても、業界の方含めて価値づけなどができたらいい。 

  →時期的には１年生の前期に業界人の考え方や仕事の在り方等を教える機会が必要 

  【意見等】 

   まずは目的意識の持ち方や物事を前向きにとらえる考え方等、根本的なことを教えてあげる必

要があるのでは。 

   周りの環境の影響を受けやすいところはありそう。そこにいかに耳を傾けるかは難しいとこ

ろ。 

 

  ④その他 

   ・学期が終わり、2 年生はあと卒業を迎えるのみ。１年生は試験も終わり就職に向けて動き出す

ところ。後期授業に関する授業アンケートも実施し、教育の改善も図っていく。 

   ・自己点検を行い、次回の会議にて課題を報告します。 

 

３．自己点検評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等 

項目 評価・意見等 

１ 教育理念・目的・ビジョン 特になし 

２ 学校運営 特になし 

３ 教育活動 特になし 

４ 教育成果 ●退学者について 

  前述のとおり。学生の声に耳を傾けることにも工夫が必要 

５ 学生支援 特になし 

６ 教育環境 特になし 

７ 学生募集と受入れ ●次年度の入学者数は 38 名 

８ 教職員組織 特になし 

９ 社会貢献 特になし 
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４．総合的なご意見、改善事項等 

 外部の先生方の教育の在り方、内部の教員と方向性を合わせる工夫が必要になる。 

 Q：先生と学生の個人的な LINE はありなのか？ 

   プライベートな内容については内部規定に引っかかる。 

   →外部講師に対してのコンプライアンスに関する講義をしていただけるといい。 

   →教務リーダーの中でレクチャーするのがいい。 

   →コンプライアンスと教育の境目が難しい。 

 ・教員の働き方改革について 

  業界の方は LINE のやり取りなどどのような取り決めをされているのか？ 

  →会社の携帯を渡している。業務的なものはそれで対応。 

  →コンプライアンスの観点も含めて、対応する方法、時間については検討が必要。 

 

 

 

以上 
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第 1 回学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人国際ビジネス学院 

専門学校金沢美専 

 

 

学校法人国際ビジネス学院 専門学校金沢美専の「令和 3 年度自己評価点検報告書」に基づいて、美

容学科の学校関係者評価を実施しましたので、以下の通り報告いたします。 

 

記 

 

開催日時：2022(令和４)年 10 月 27 日（金）18:00～19:00 

開催場所：専門学校金沢美専 会議室 

 

 

１．学校関係者評価委員 

＜出席委員＞ 

・企業等委員  ：松下 泰之 氏（有限会社グレイス 代表取締役）  

・企業等委員  ：松本 仁志 氏（カラーズジャパン株式会社 人事担当） 

・関係業界委員 ：前川 幸子 氏（石川県美容業生活衛生同業組合 理事長）         

＜本校職員＞ 

・本校教職員  ：東 ちえこ（常務理事）、西井 十六勝（参与）、山本 公生（副校長） 

作本 智美（教務責任者）、田中美紀（教諭）                    

・司  会   ：作本 智美 

・議事録作成  ：作本 智美 

 

１．学校からの報告事項 

 １．１教育成果のうちの学生の就職状況について 

   資料をもとに、今年度の内定状況を報告。 

 １．２ 就職活動意識調査の調査結果について 

   資料をもとに、学生に対しての調査結果を報告 

 

【意見など】 

  ・東京のサロンでもブランド力があるのはごく一部分。ちょっと外れると金沢のサロンの方がオシ

ャレだと感じる。 

  ・この学校自体、いい学生を輩出することが仕事。石川に残ることだけがいいわけではない。レベ

ルの高い学生を全国に排出することを目指してほしい。サロンの魅力を持たせることはサロンの

問題。 
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  ・これから先の美容師はモチベーションが高くないと続けられなくなる。本気で美容師になりたい

子しか美容師になってほしくない。 

  ・金沢から発信できる状況とアンケートの結果が異なる。地方にも目的を持った学生が入るような

仕掛けを業界全体ではしていかないといけない。金沢っていいね、すごいねという要素を持ち続

ける必要がある。 

・KBG の方針として産学共同という側面もあり、離れたところとの共同は難しいと考える。金沢

の業界も盛り上げていかないと、その産学共同が崩れるのではないかと考える。 

  ・産学共同は、教育システムの中でのあり方であるべきだと考える。今回の調査結果についてはサ

ロンにとっては非常にありがたい。 

  ・求人数は多数あるのに、そこが満たされないという状況を改善したいという思いがある。 

  ・求人の際の勉強会を開催して、採用する際のリスクを検討していかなければならない。今までの

考え方で採用すると、雇った人から訴えられる可能性がある。そのためにも意識レベルの高い学

生を育成していく必要がある。 

  ・労働基準法に関してのトラブルは製菓の業界でもある。 

  ・今の子たちは携帯であらゆる情報を入手するので、コントロールするのは難しい。昔ながらの考

え方では今の若い子たちに対応できない。 

  ・地元に残る子たちの理由を見ると、美容師になりたいからというものではないような気がする。

そういう子たちが働き方についてクレームを言うといいところがある。地元に残る学生の意識を

変える必要はあると感じる。 

  ・入る時点で競争させて、レベルの高い学生を育成していき、一方で受け入れ先の組合員のお店の

レベルも上げていく必要がある。 

  

 １．３ 退学者・休学者について 

  資料に基づき、退学者について報告。 

【意見など】 

 ・通信課程への転嫁も今の時代は必要になるが、その子が社会に出て続けられるかが心配。 

 ・入学してくる子に美容師になりたいと思った理由を聞いたほしい。そこにヒントがあると思う 

 

 ２募集状況について 

  第 1 回の入試の願書受付期間最終日である 10 月 26 日時点での募集状況の見込みを報告。 

 【意見など】 

  ・今年度なぜそうなったのかという理由を検証する必要がある。 

   高校時代に何かがあったのか、社会情勢なのか、その原因を掘り下げてほしい。 

  ・入試の際に面接や筆記試験は実施しているのか？ 

   →面接試験を実施している。 

  ・美容師免許をとれる可能性が低い学生を入学させることについて、入学すると、授業がスムーズ

に進まないという側面がある。 

   →選抜できるくらいの入学希望者を集められるようにならなければならない。 
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３．教員の募集について 

  学生数も増えることもあって、教員が足りない。ご協力いただきたい。 

【意見など】 

・美容室も待遇がよくなっている中で、教員になりたいという人も減っている。 

 

３．自己点検評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等 

項目 評価・意見等 

１ 教育理念・目的・ビジョン 特になし 

２ 学校運営 特になし 

３ 教育活動 特になし 

４ 教育成果 ●退学者について 

  前述のとおり  

５ 学生支援 ●就職サポートについて 

前述のとおり 

６ 教育環境 特になし 

７ 学生募集と受入れ ●前述のとおり 

８ 教職員組織 ●教員の募集について 

前述のとおり 

９ 社会貢献 特になし 

 

４．総合的なご意見、改善事項等 

  特になし 
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第 1 回学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人国際ビジネス学院 

専門学校金沢美専 

 

 

学校法人国際ビジネス学院 専門学校金沢美専の「令和 3 年度自己評価点検報告書」に基づいて、ビ

ューティ総合学科の学校関係者評価を実施しましたので、以下の通り報告いたします。 

 

記 

 

開催日時：2022(令和４)年 9 月 27 日（火）17:00～18:00 

開催場所：専門学校金沢美専 会議室 

 

 

１．学校関係者評価委員 

＜出席委員＞ 

・企業等委員  ：熊野 友勝 氏（株式会社インターステイト 代表取締役）  

・関係業界委員 ：田中 成臣 氏（石川エステティック協同組合 理事長）         

＜本校職員＞ 

・本校教職員  ：東 ちえこ、高崎 千愛、作本 智美                    

・司  会   ：高崎 千愛 

・議事録作成  ：作本 智美 

 

２．学校からの報告事項 

➀募集活動途中報告 

 10 月から願書の受付が始まる。ビューティー総合学科は定員 40 名に対して現時点で 39 名の入

学希望者。美容学科は定員 80 名に対して 88 名の入学希望者 

 【意見など】 

  ・定員が超えた場合はどうなるか？ 

   →ビューティーの場合は 1 割ぐらいまで超過が可能。 

  ・エステを選んでいる子は少ない？ 

   →例年よりは多いと感じる 

 

②就職報告途中報告 

 現在 2 年生エステ専攻 8 名中、8 名内定。メイク・ネイルは 10 名中 9 名内定、１名が昨日面

接。 
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 メイク・ネイル専攻の学生もエステの業界に就職している。 

 リレクゼーション系に行く学生も４名おり、初めて内定者が出た企業もある。厳しい業界なので

卒業後のフォローが必要だと感じる。 

 

③退学者数途中報告 

  今日時点で 1 年生のうち２名が退学。２年生については今のところゼロ。 

  昨年に比べると改善されているが、昨年は年度末に向かって悪化していたので、１年生の進級前

の退学を防止していく必要がある。 

 

３．議案 

  ➀退学者防止について 

   今年度退学している学生の傾向を見ると、就職するために退学というケースが見受けられる。今

学校にいることよりも就職したほうがいいのではないかと安易に考えている傾向があるように感

じる。ご意見として、受け入れ側の認識の違いをどのようにお考えか伺いたい。それをまた学生

に共有したいと考える。 

  【委員の意見】 

   ・業界団体としては、高卒の採用に対しては注意を促している。 

   ・中途の方は安易に考えて来るわけではないので、きちんとした気持ちで来て、ある程度勉強を

している。社会人の方は、自分で資格を取ってエステの業界に来たいという人がスクールにも

通っている。中途は目標を持っている人が多い。 

   ・中途の方は社会人経験があることがプラスになる。 

   ・新卒の場合は、初めて働くので思い描いていた部分とは違うこともあるだろうと考える。 

 

   業界の方へのお願いとして、学校に通わなくても働けるということを勘違いするようなきっかけ

を若い子たちに与えないでほしい。学校としても誰でもできる業界にするリスクは感じる。きち

んと学んだ人がなれるということが消費者を安心させることにつながる。 

  【意見等】 

   ・業界でも数字のみを考えるサロンと、しっかり教育を実施しているサロンでは結果に差が出て

きていると感じる・ 

   ・教育が大事であることについては、オーナーに理解してもらう必要がある。 

   ・売り上げを上げるためにも勉強は必要。 

   ・プロとしての知識をしっかり身につけることが重要。 

    

   若い子たちが興味関心を持つ授業の進め方の工夫も必要だと感じる。ただ、日本の教育の中であ

ってベースが一斉教育なので、個々のペースに合わせた指導や欧米式の教育方式をしたくてもな

かなか障害が大きい。 

   もっと魅力を伝えられるようなカリキュラムの編成が必要になる。 

  【意見等】 

   ・普段自分が使っている化粧品などをもっと理解してもらう授業も面白いと感じる。 
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   ・良くない化粧品を探すのでもいいかもしれない。 

    ・たくさん疑問を沸かせるような授業を展開し、疑問を沸かせることも楽しいかもしれない。 

 

３．自己点検評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等 

項目 評価・意見等 

１ 教育理念・目的・ビジョン 特になし 

２ 学校運営 特になし 

３ 教育活動 特になし 

４ 教育成果 ●退学者について 

  前述のとおり。授業の工夫も考える必要がある。 

５ 学生支援 特になし 

６ 教育環境 特になし 

７ 学生募集と受入れ ●次年度の入学者数は現時点で 39 名 

８ 教職員組織 特になし 

９ 社会貢献 特になし 

 

４．総合的なご意見、改善事項等 

 すでに述べたことについて取り組んでいただきたい。 


